
 同窓会会長

 平野久美子
　まず初めに、東日本大震災ならびに台風12号、15号で被災された皆様に
心からお見舞い申し上げますと共に被災地の一日も早い復興をお祈り申し上
げます。
　同窓生の皆様には、日頃から、母校ならびに同窓会に温かいご支援をたま
わり、厚くお礼申し上げます。
　私は会長に就任して今年度の総会で2期4年になります。
　この間、母校は平成22年11月に創立130周年を迎え、これを記念して「大
阪市立大学羽ばたけ夢基金」が設立されました。本同窓会も基金への寄付募
集活動を支援してご寄付のお願いを申しあげましたところ、多くの方からご協
力をいただきまして、ありがとうございました。募集期間は平成26年9月30日
までですが、期間終了後もご寄付の受付は継続しますということですので、今
後とも、よろしくお願い申し上げます
　また、創立130周年を記念して開催されました「芥川賞作家開高健展」にも
同窓会として支援いたしました。
　その他、ホームカミングデーは全学部の同窓会が協力して、毎年11月3日に
大学祭と合わせて行っています。
　昨年は昭和35年卒業生が、卒業50周年を記念して大学内の食堂で親睦
会を開催されました。同窓会として通信費を一部援助いたしました。本年は
50周年記念同窓会（昭和36年入学、40年卒）が大学内で開催され、ホームカ
ミングデーに参加されます。その他、同窓会総会と講演会などは2年毎に、
ホームカミングデーに合わせて開催しています。
　ところで、現在、本学の同窓会組織は、商・経・法・文の卒業生でつくる有恒
会、理、工、生科、医、看、創造部市の7つありありますが、これらの組織を一本
化して、社会で活躍するOBたちが大同団結すれば、大学にとっても現役に
とっても、大きな支援力になるのではないかということで、全学部統一同窓会
結成を目指して動いております。
　有恒会は現在、日本全国、北海道から九州まで24支部ありますが、ほとんど
の支部では大阪市立大学を卒業した全学部が一堂に会し、その交流の場を
広げておられます。本同窓生の皆様にも有恒会各支部から、案内が届いてい
ることと思いますが、是非ご参加いただき、全学統一同窓会結成についてお考
え頂ければと思います。
　最後に、同窓生皆様のご健勝をお祈り申し上げ、今後一層のご支援をお願
いしてご挨拶といたします。

2011年10月吉日

HOME COMINGDAY
２０１１年大阪市立大学生活科学部同窓会総会ならびに
第１０回 ホームカミングデーのご案内
2011年１１月３日（木・祝）皆様お誘い合わせてご参加ください。総会当日は大
学祭と全学同窓会連絡会が主催するホームカミングデーの開催中で、各種の
催しが一日中大学内で行われています。ご参加をお待ちしております。

GREETING EVENTご挨拶 イベント

http://www.osaka-cu.net/seika/

踏切

踏切

杉
本
町
駅

D
棟 A

棟
F
棟
工
学
部

法
学
部
棟

G
棟

C棟

E棟

生活科学部

理学部

学術情報
総合センターB棟

生協本館

↑

↓

至天王寺

至和歌山

※JR阪和線杉本町駅を下車。
　天王寺駅での各駅停車の普通電車にご乗車ください。

（快速は止まりません。）

田中記念館

生活科学部同窓会への住所変更他の
ご連絡ならびにお問い合わせは、上記
の連絡先窓口へお願いいたします。な
お、今後の生活科学部同窓会からのご
連絡につきましては同窓会ホームペー
ジを活用してまいります。ぜひ一度生
活科学部同窓会のホームページをご
覧ください。

同窓会事務システム
についてのご案内

10：00～10：30   総 会

10：40～12：10   〈全学公開行事〉講演会
「巨大複合災害と生活復興」〈講演〉岸本 幸臣（羽衣国際大学長）
〈鼎談〉岸本幸臣 近藤誠司（ＮＨＫ大阪）宮野 道雄（大阪市立大学副学長）
 在学生によるボランティア活動の報告

▼２０１１年 生活科学部同窓会総会
田中記念館大会議場

※他、各学部同窓会催し物がございます。

13：00～14：50　 〈全学共通行事〉記念講演会
「疲労の科学と疲労克服」 大阪市立大学医学研究科  渡辺恭良教授
於  学術情報総合センター10階大会議室
　
【市大交響楽団ＯＢ現役交流音楽会】 一般来場歓迎
15：00～16：30    於 高原記念館学友ホール　　
16：30～18：00　〈全学公開行事〉全学懇親パーティ

会費：2,000円於  旧教養キャンパス北食堂

▼第10回 ホームカミングデー
各種クラブのＯＢ会や展示会、講演会などがあります

生活科学部同窓会

News Letter
［2011.11.3発行］

詳しくは 生活科学部同窓会 検　索

大阪市立大学生活科学部同窓会事務局
TEL：06-6605-3418／FAX：06-6605-3423
e-mail:seika@osaka-cu.com
http://www.osaka-cu.net/seika/



平成23年度 食品栄養科学科主任

西川禎一
　私が赴任してから12年、その間に学科の教員数は18
名から13名まで激減を余儀なくされた。
　このような状況下、以前は食品コースと栄養コースの2
コース制であったのを廃止し、学科の独自性を出すため
に管理栄養士教育体制の整備に大きく舵を取った。大学
院再編により長寿社会総合科学講座が発展的に解消さ
れたこともあって、学科教員は全員が食・健康科学講座に
一本化され、専門基礎科目系4名、応用科目系3名、計7
名の教授と6名の教員および4名の特任教員で任にあ
たっている。
　少子化で学生の減少が危惧されたが、幸いにこれまで
のところ受験倍率も入学者の質も維持されているし、推
薦入試枠の人数を2名増の8名としたが倍率は高止まり
している。有能な学生と創造性を育む教育により輩出さ
れた卒業生の中からは、型にはめられた管理栄養士とは
違う光芒を放つ者も少なからず現れている。テレビを見
ていると見覚えのある卒業生がインタビューを受けてい
たり、書店で手に取ったのが卒業生の出版物だったりす
る。学会で活躍する大先輩を目にすることは以前から
あったが、近頃は他大学の教員や様々な機関の研究員あ
るいは専門的職業人として活躍する若い卒業生の姿も
見うける。いずれは本学教員として戻ってきてくれる候補
者がそこかしこに育っているようで、まことにうれしい限
りである。昨年から、学部裏を食農教育の場とすべく学生
たちとポタジェ（家庭菜園）を整備し、休み時間や休日を
利用して作物の栽培を始めた。昨年のオープンキャンパス
では取れたての枝豆が
参加者に好評であった。
　卒業生の皆さん、来校
の折は声をかけてくださ
い。採れたて野菜をお土
産に差し上げられるかも
しれません。

ADDRESS 1

平成23年度 居住環境学科主任

永村一雄
　今年３月に、東日本大震災ならび福島原子力発電所の被災事故が発生しました。
被害を受けられた皆さまに心からお見舞い申し上げます。大阪市立大学でも、これに関
するプロジェクト研究が発足し、本学科からは森先生・生田先生らが参加しております。
いずれ研究成果として結実し、多くの方々に役立つものとして還元されることでしょう。
　さて昨今の世情を反映して教員定数の削減が続いてきましたが、前回からでは、居住
環境学科の教員数の大きな変化はありませんでした。平成22年度には宮野先生が副
学長として本部理事に転出され、大阪市立大学としての活動に寄与していますし、井川
先生は平成21年度にご退職と同時に特任教授として教員組織に加わっていただいて
おります。また、渡部先生が教授、酒井先生と小池先生が准教授に昇格され、教員のす
べてが一丸となって教育と研究に取り組んでおります。
　2004年に、他大学に先駆けて認定を受けたJABEE(日本技術者教育認定機構)に
ついても、継続的に認定を受けており、大学院での一級建築士実務経験に関わるイン
ターンシップ科目の設置と認定とも合わせて、教育面での充実度を向上させてきていま
す。大学院生に加えて学部生なども対象に、国際交流を促進するための渡航費の補助
制度も、多治見研究科長の発案で平成23年度からはじまっており、11月上旬に学科か
ら2名の学生が上海で開催される国際工業博覧会でポスター説明をおこなうなど、活
発な教育活動が行われております。
　なお、ホームページ等でもお伝えしていますように、平成23年度から大学院のコース
再編を行いました。居住環境学・居住福祉工学両コースの対象とする分野がこれまで
以上に幅広くなっており、これに対応して柔軟で、しかもより高度な内容の教授を実現
していくために、今回の再編を行いました。併せて、研究科内に「生活科学共同研究セン
ター」が創設され、生活科学領域の研究・教育の総合的推進を継続、発展させていこう
としています。
　これまでの伝統と実績に甘えることなく、先に述べた堅実な取り組みを生かしつつ、
社会で活躍できる人材の育成に、教員一同努力していく所存ですので、これからもご支
援のほどよろしくお願い申し上げます。

ADDRESS 2

平成23年度 人間福祉学科主任

中井孝章
　今年は、３月11日に勃発した、あの未曾有の大震災と大津波にはじ
まり、原発事故と電力不足、そして台風による甚大な被害等々、日本国
中が苦難と試練にさらされた年となりました。想い起こせば、1995年
の阪神・淡路大震災のときは人間福祉学科の学生有志が災害ボラン
ティアに駆けつけ、被災者の方々の支援・救済にあたり、社会から高く
評価されました。ところが今回は、諸般の事情から、学生たちはボラン
ティアを躊躇・断念せざるを得ませんでした。ただそれでも、数名の学
生が大阪市立大学を代表して被災地でボランティア活動に尽力してく
れたことは書き留めたいと思います。
　さて、今年の主なできごとですが、まずお伝えしたいことは、大学院
生活科学研究科が今年４月の大学院改組により、長寿社会総合科学
講座の廃止に伴い、３講座（食・健康科学講座、居住環境学講座、総
合福祉・心理臨床科学講座）、４コース制（食・健康科学コース、居住
環境学コース、総合福祉科学コース、臨床心理学コース）に再編され
たことです。このうち、私たち人間福祉学科の教員が所属するのは、講
座としては総合福祉・心理臨床科学講座、コースとしては総合福祉科
学コース、臨床心理学コースのいずれかとなります。さらに、今回の改
組にあたって各コースの教育研究分野も刷新しました。総合福祉科学
コースは、社会福祉学、福祉政策学、福祉システム学、先端ケア学とい
う４つの教育研究分野、臨床心理学コースは、発達臨床心理学、心理
臨床学、教育臨床学、家族臨床学という４つの教育研究分野から成り
ます。ここに示した８つの教育研究分野は、私たち総合福祉・心理臨床
科学講座（大学レベルでは人間福祉学科）の教員が議論を尽くして練
り上げたものであり、学科の将来を見据えたものです。
　また今年３月、総合福祉・心理臨床科学講座（人間福祉学科）では、
白澤政和先生と堀智晴先生が退職なされました。長年にわたって学
部ならびに学科を支えてきた重鎮の先生方が同時に退職なされたこ
とは、学科にとって大変な痛手でありますが、その一方で４月から若手
の岩間先生が教授に昇格されました。その意味で今年は、人間福祉学
科にとって新旧交代の幕開けにあたるかと思います。
　少子化・高齢化の「化」が取れて「少子高齢社会」へと移行した今
日、人間福祉学科に対する要求や期待はますます高まるかと思います
が、教員一同、研究と実践への精進のみならず、少子高齢社会で活躍
できる人材を輩出していく所存です。これからも、今まで以上のご支援
を賜りたいと存じます。
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会

生活科学・生活科学部の伝統と改革
生活科学研究科長・生活科学部長 多治見 左近

左：2011年、第８回居住環境デザインフォーラム 於／右： 「Re:in drop (リアルサイズシンキング：
地球にやさしい住生活コンペ入賞)」 (大阪市役所エントランスロビーに展示：
http://2010.realsize.jp/history/2010/)
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JR杉本町駅東口設置
―足跡と今後の予定―
食・健康科学コース　教授 西川禎一
　JR杉本町駅が西口しか持たないため、駅の東側にある本学に通
う学生たちは「開かずの踏切」で立ち往生する危険な状況に長年さ
らされ続けてきた。1999年に赴任した私はこれを問題視し、「利用
者として東口設置を要求する運動を一緒に起こさないか」と学生た
ちに問いかけたが、皆諦め顔であり私もすぐに流されてしまった。し
かし、理学研究科の村田惠三教授は1年余りに及ぶ個人的な運動
の後、2008.7.14に田畑理一教授（経済学研究科）と公式にネット
上で宣言して東口設置運動をスタートされた
（http://homepage3.nifty.com/muratak/higashiguchi.html）。私も有
志として直ぐに参加した。JRや大阪市との交渉は難渋を極めたが、
以前から不自由を感じていた地域住民や障害者の方 と々の協働に
より集められた1.3万人の署名は大いに威力を発揮したし、5,000
人以上の利用客がある駅舎には2010年末までにエレベーターをつ
ける義務がバリアフリー新法によって自治体と事業者に負わされた
ことも追い風となった。参加した教員は特技を生かしてJRや大阪市
以上のデータを用意して要求に臨んだ。土地の所有関係も法務局で
調べ、工学研究科の宮本佳明教授は、駅舎のあり方、学内導線、鉄
道法規を調べたうえで何度も測量し図面、立体模型、経費見積もり
を出して叩き台を提示された。これらの総合力が最終的には東口実
現へとJRを突き動かしていった。JRの担当者は何があっても
2012.7末に完成させると我々に確約し、工事の槌音が学舎に響く
状況までこぎ着けている。しかし、思い起こせばいろいろあった。運
動中にも若い女性が踏切事故により命を落とす痛ましい事件が発
生してしまったし、生活問題の解決を重視するはずの本学部は主体
的役割を果たせなかった。教員でも署名にすら協力いただけない方
もいてショックを受けた。来年、東口から笑顔でスムーズに登校する
学生たちを見て立ち直りたいと思っている。署名しなかった教員は
今後も西口を利用するのだろうか。

第2次東日本大震災復興支援
学生ボランティア派遣事業に参加して
食・健康科学コース　教授 西川禎一
　生活科学は生活上の問題を科学的にとらえ解決を図るものと理解している。その意味で、私
の本来の専門である食品微生物学も食生活の安全に関わる重要な領域と思っているが、市中
をフィールドとして人間とその生活を直接の研究対象としている他の先生方を見ると思わず気
後れする。そんな私が生活科学に貢献するには現実の生活の中で良知を致すしかない。本学
の教職員から集まった浄財で行われる「東日本大震災復興支援学生ボランティア派遣事業」
には即座に参加を決めた。オープンキャンパスを終えた8月9日夕刻、18名の学生および職員2
名と夜行バスで釜石市に向かった。10・11日の両日、唐丹地区にある被災家屋の屋内瓦礫の
撤去に従事した。30人がかりで1日1軒という話もあったが、猛暑の中で市大生はよく働き2日
間で5軒を整理、現地解体業者さんを驚かせた。被災状況は悲惨を極め、自分の家だったら脱
力して茫然自失するばかりだろう。安穏に過ご
せているところから短期勝負で参加するボラン
ティアだからこそ思いきって動けたのだと思う。
一緒に片づけた被災者の方から話も聞けて、学
生たちの連帯感は大阪に戻る11日の夜行バス
車中でも高まり続けていた。本当の復興まで、私
達が為すべきことは未だ山積している。

震災支援学生ボランティアに参加して
人間福祉学科 3回生　植内哲平・片岡智聡
　東日本大震災の発生から時が経つにつれ、今回の震災について考えることが少なくなってき
た自分に疑問を抱き何かしたくて、8月9日から震災支援学生ボランティアに参加しました。実
際に自分の目で見た被災地は予想していたよりは片づいていたものの、それでも山積みになっ
た瓦礫やボロボロになった自動車の山が あちこちにあり、復興までの道のりの険しさを改めて
感じました。活動は家の瓦礫撤去をしましたが、写真などの思い出の品もたくさん出てきて、た
だ瓦礫を撤 去すればそれで良いのではなくそういう部分も気をつけないといけないと感じま
した。今回は少しの活動しか出来ませんでしたが、これからも長いスパンで私達にできる支援
を続けていこうと改めて思うことができました。
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退職者
成田義弘先生（H22年3月）　
宮野道雄先生（H22年4月）
　大阪市大副学長に転出
菊崎泰枝先生（H22年10月）
堀智晴先生（H23年3月）
白澤政和先生（H23年3月）
小川太佳子先生（H23年9月）　

訃報 
小西勝一郎先生（H19年）　
坂本吉正先生（H19年10月28日）
中野博光先生（H20年12月1日）
谷嘉代子先生（H21年）
小石秀夫先生（H21年3月22日）
上林博雄先生（H22年3月17日） 
松平立行先生（H22年5月17日）
浦上智子先生（H22年9月3日）
丹下庄一先生（H22年10月11日）

叙勲
住田昌二名誉教授（H22年4月）
　瑞宝中綬章
皆川基名誉教授（H22年10月）
　瑞宝中綬章

着任教員
鵜浦直子先生（H19年10月）
由田克士先生（H22年4月）
後藤佳代子先生（H22年4月）
上田由喜子先生（H22年10月）
千須和直美先生（H22年11月）
田中佑香先生（H23年10月）

　阪和貨物線が、2009年11月18日に正式に廃線と
なり、線路の撤去も順次進められています。 阪和貨物
線は朝鮮戦争まっただ中の1952年９月１日、城東貨
物線を延長する形で開通したそうです。当時、大阪市
立大学内にはまだ進駐軍の拠点が存在して おり、半
島で犠牲となった米兵の搬送など、重要な役割を果
たしていたと聞いています。
　一方、学生時代に不便を感じていた杉本町の踏切
にも大きな変化が訪れつつあります。高架は杉本町駅
の直前で終了し踏切は存続しましたが、駅から 大学
が立地する東側への降り口の工事が今行われていま
す。生活科学部の北側には、ノーベル賞を受賞された
南部陽一郎先生を記念した”南部ストリー ト”も予定
されています。時代は変わります。しかし、心の中にあ
る風景はいつまでも残るものです。時間があれば、も
う一度、心に風景を焼き付けにきてください。お待ちし
ています。＜Y＞

追悼  上林博雄先生
　誠に残念なことではありますが、本学名誉教授の
上林博雄先生が、2010（平成22）年3月17日にご逝
去されました。先生は、1920（大正９）年5月24日京
都でお生まれになり、早稲田大学建築学科をご卒業
の後、摂南工業専門学校を経て1950（昭和25）年、
大阪市立大学家政学部住居学科の講師として赴任
されました。以来、住居学の発展と生活科学という学
問体系の確立に大きな業績を残されましたことは、
卒業生誰もが周知のことと存じます。家政学部長、生
活科学部長、付属図書館長を歴任され1984（昭和
59）年、定年退職されました。ご退職後も20年近く
集合住宅維持管理機構理事長として積極的に住居、
建築活動を実践されました。卆寿のお祝いの会に代
わって、2010年6月12日に韓国からの卒業生4名を
含めて約70名参加して上林博雄先生を偲ぶ会を開
催し、先生のご冥福をお祈りいたしました。＜D＞


